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１． はじめに 

近代港湾として計画実施された明治政府直轄の公共事

業「野蒜港」の建設は、明治11年に開始され、同15年

に開港をみるが、わずか 2 年後の明治 17 年 9 月の嵐で

頓挫し、翌年には政府は「野蒜港」を断念する。「野蒜港」

は幻の港となるが、市街地跡には悪水吐暗渠が残された。 

本報告は、地上型3次元ﾚｰｻﾞｰ測量（以下3D ﾚｰｻﾞｰ測量）

を用い、2011年 3月 11日東北地方太平洋沖地震（東日

本大震災）の津波被災後、水辺での松の倒木など障害物

がある場合の迅速な悪水吐暗渠調査および津波被災後、

L1対応の河川堤防の構築に伴い、2004年に発見された悪

水吐暗渠の一部が堤防の法尻にかかることから急遽実施

された調査結果から、後世に残すべき土木遺産について

考察する。 

２．悪水吐暗渠の発見経緯と調査方法 

図-1に、県庁文書に記載の野蒜築港市街地跡と悪水吐

暗渠の計画図を示す。濃い路線が悪水吐暗渠路線である。 

2004 年、松島基地の騒音問題対策の移転事業があり、

当時市街地跡の東松島市浜市樋場に住居していた 13 戸

が対象となった。2004年3月、悪水吐暗渠の発見があり、

防衛庁はこの暗渠区画を対象外とし民地として残った。

野蒜築港跡「悪水吐暗渠」の発掘調査は同年 9月27日よ

り11月14日まで行った。 

2011年 3月の津波被災後、L1対応の T.P.7.2 ｍの鳴

瀬川左岸堤防の構築に伴い、2004年に発見された悪水吐

暗渠の一部が復旧堤防の法尻にかかることから 3D ﾚｰｻﾞｰ

測量が急遽実施された。調査は、再度暗渠を掘り起し、

地下水を排水しながら 2013年 9月に行った。3D ﾚｰｻﾞｰ測

量は、暗渠全体を3次元の位置情報と RGB情報を同時に

計測できるので史料性を確保し易い。 

一方、2011年3月の津波で、鳴瀬川と北上運河の合流

点の護岸で同年5月に新たな「悪水吐暗渠」の発見があ

り、同年6月1日に3D ﾚｰｻﾞｰ測量を用いた緊急発掘調査

行った。７月の梅雨期を控え、河川管理者が緊急復旧工

事に入る必要から、暗渠発掘調査は迅速性と正確性が要

求された。発見された暗渠は、満潮時に海面下となるの

で、計測は干潮の時刻に合わせて行った。 

これらは、いずれも地元住民からの通報で発掘調査が

実施された経緯がある（2004年は浜市樋場住民の安倍氏、

2011年は浜市漁港の大友久義氏）。 

 

３．悪水吐暗渠に関する文献調査と発掘調査結果 

県庁文書の市街地計画図をみると、暗渠が発見された

大通りの道路の両側に約 3 ｍ幅の歩道がついており、車

道幅は約10ｍである。 

明治14年11月28日の陸羽日日新聞に悪水吐暗渠工事

中の記事があることから、横浜の日本人街下水道工事と

ほぼ同じ時期に行われており、野蒜築港の「悪水吐暗渠」

跡は、横浜、神戸、長崎の外国人居留地以外で、日本人

のための近代下水道施設としては最古級のものであり、

近代下水道史を書き換える程の意義があり、学術的価値

が極めて高い。 

陸羽日日新聞の野蒜通信によれば、明治 14年11月28

日に「野蒜港では現在、新鳴瀬川より旧鳴瀬川まで五丁

余り（約 545ｍ）の間に、悪水抜きを掘り割り、その底

には厚板を敷き、両側及び上はいずれも切岩で重ねて、

非常に頑丈な工事に取り掛かっている…」とあり、同 15

年2月23日に「新鳴瀬川より旧鳴瀬川へ悪水抜を開通さ

せたこと…今度又、運河の北にも同様の開堀に着手した。

両方をつなげる手順」とある。 

2004年発見の暗渠は、新鳴瀬川より旧鳴瀬川まで間の

ものである。しかし、暗渠の底は厚板でなく、スギの胴

木であった。2011年発見の暗渠は、北上運河への開削し

たもので、その底は厚板（種類は未確定）であった。 

（写真-1～3参照） 

 

４．２つの悪水吐暗渠の３Dレーザー測量による史料化 

震災後、堤防周辺は頻繁に工事が入りその現状が保持

されにくく、現地で測定した基準点が不明になることも

ある。そこで、震災以後の空中写真を活用し、津波によ

る倒木した松の木の位置、記念碑の倒壊落下位置などを

利用し、3次元ﾚｰｻﾞｰ測量結果と重ね合わせて、震災直後

で測量基準点が不明になった場合の位置決めを行った。 

その結果、暗渠の陸側への延長線は、天屋公園の鳴瀬川

左岸管理道路下にあると判断された。（図-1～4参照） 

 

５．おわりに 

今回の暗渠調査では、２つの悪水吐暗渠遺構をデジタ

ル情報史料として後世に残すことができた。民地にあっ

た暗渠は国土交通省が地元住民から買い上げ、国の所有

になったことで暗渠の保全が確保できた。現在、この暗

渠跡が河川堤防の機能を損なわず、いつでも検証できる

よう堤防構築の方法を検討中である。 
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写真-1 悪水吐暗渠の発見と発掘調査後の埋戻し 
上：2004年3月、砂地盤の約1ｍ下から悪水吐暗渠発見。左下：

2004年11月、不織布で覆い人海戦術で暗渠周辺を埋め戻した。 
右下：2011年6月、護岸の道路下3.3ｍで、津波で洗掘された悪

水吐暗渠発見。護岸の復旧工事伴う悪水吐暗渠の埋設。暗渠に直接
当たるところは砂の土嚢で充填して不織布で覆い、さらに岩を入れ
た大きなネットで被覆。 

 

写真-2 2013年の悪水吐暗渠の再発掘 
2013年9月、３Dレーザー測量のため、掘り起こされた悪水吐暗

渠全景（2013年9月21日撮影） 
 

 

図-1 野蒜築港市街地跡と悪水吐暗渠の計画図 

 

  

  
写真-3 ２つの悪水吐暗渠跡の比較 
左上：2004年発見の暗渠。暗渠部の幅60ｃｍ、高さ60ｃｍ。 
左下：2004年の暗渠の底は胴木方式。右上：2011年新発見の悪

水吐暗渠。断面は 2004年発見の暗渠と同じ。右下：暗渠の底は板
張りであった（2011.06.06撮影）。石材は凝灰岩、石積みの間と側
面に粘土質の土で被覆しているのも 2004年の暗渠と同様。 

 

図-2 ２つの悪水吐暗渠の全景（俯瞰図） 

上：2011年6月、３Dレーザー測量による北上運河沿いの悪水吐暗

渠全景。津波で倒伏した松が残る中、緊急に調査が実施された。 

下：2013年 9月、2004年発見の悪水吐暗渠全景。いずれも津波被

災後に暗渠遺構をデジタル情報史料として後世に残すことができ

た。 

     

図-3 津波被災した悪水吐暗渠路線の推定 

左：GoogleEarth 画像にある倒伏した松の木を基準に、3 次元ﾚ

ｰｻﾞｰ測量結果と重ね合わせて暗渠の延長線（左図：黄色線、右図：

青線）を評価。右：野蒜築港計画図との重ね合わせを行なったが、

運河への暗渠の位置は一致しなかった。 

   

6000
6
0
0
0

T M. 8

TM.9

浄
水

槽

U- 450

浜
市

支
線
5 0南

10

U- 30 0

（
C o)

（
AS )

土
嚢

土
嚢

U-450

仮
説
フ
ト
ン
篭

石積ブロック

（
Co )

（
AS)

盛
　

土

可
変

300

( E)浜
市
支
線
50南

11

2.62

2.72

0.45

0.54

T M. 8

TM.9

浄
水

槽

U- 450

浜
市

支
線
5 0南

10

U- 30 0

（
C o)

（
AS )

土
嚢

土
嚢

U-450

仮
説
フ
ト
ン
篭

石積ブロック

（
Co )

（
AS)

盛
　

土

可
変

300

( E)浜
市
支
線
50南

11

2.62

2.72

0.45

0.54

0.57

0.91

2.40

2.43

1.31

3.33

0.53

0.44

0.56

2.38

2.55

2.63

2.68

2.64

2.81

2.87

0.54

0.44

0.60

0.61

1.90

2.56

2.58

2.54

2.55

2.70

3.04

0.54

0.44

0.55

1.43

2.21

2.32

2.29

2.61

0.37

0.75

2.11

2.34

2.50

2.01

3.72

0.06

1.19

1.17

北
　
上

　
運
　
河

B
P

N
O
.
-
1

N
O
.
-
1
+
3
7
.
6
5

N
O
.
0

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
3

N
O
.
4

N
O
.
5

R
=
8
0
0

N
O
.
1
+
4
7
.
7
9
5

B
C
.
1

消波ブロック

消波ブロック

資材置場

駐車場

土
の
う

土
の
う

ふとんかご

ふとんかご

ふとんかご

ふとんかご
ふとんかご

ふとんかご

W.C

浜市支線
50南9

G

AS

G

G

AS

1.14

2.01

3.54

3.70

3.73

3.04
2.88

2.71

2.61

3.23

3.11

1.260.42

1.17

1.36
0.52

0.22

0.31-0.02

0.40

0.50

1.11 1.63

2.16

2.98

2.95

2.85

3.03

2.41

2.56

2.77

2.69

3.17

3.59

4.03

4.23

3.32

3.00

3.04

4.25

2.24

0.70

2.16

0.30

4.32

2.77

2.56

2.49

4.33

4.25

2.21

0.66

4.31

2.34

2.57

2.78

2.26

2.35

2.72

2.48

2.47

2.38
1.82

1.55
1.64

1.44

2.06

1.84

1.47

1.71

1.75

1.54

1.83

1.44

1.33

1.57

4.39

4.52

4.48

2.40

1.48

4.46

4.48

1.05

0.79

0.68

1.26

1.34

0.71

0.12

1.10

1.55

0.95

0.08

0.10

-0.35

-0.23

2.61

1.51

1.41

1.44

1.50

1.41

1.50

1.66

1.40

1.20

1.26

1.47

1.561.27

1.51

3-NO.2

3-NO.3

L0.3K

L0.4K

L0.5K

Ⅲ浜市

NO.1'

NO.2'

NO.3'

TP+7.2m

浜
市
漁
港

鳴　瀬　川

海岸堤防構造区間　L=488.8m　ブロック張(2t) t=50cm

左岸設計延長　L=2453.9m

ハット型鋼矢板10H(川表) L=272.7m  N=303枚

N
o
.
4

4
7
.
3
m
(
N
=
5
3
枚

)

ハ
ッ

ト
型

鋼
矢

板
1
0
H
,
L
=
7
.
0
m
,
W
=
0
.
9
m

3号階段工

4号階段工

6000

覆土工区間（川表）L= 210.5m

N
o
.
4
+
 
6
.
0
0
0

軽量法枠工
(ポリエチレン製ネット)

左岸2号水路　L=471.25m

N
o
.
1

左岸 1号水路　 L=86.02m

B
P
-
8
.
2
9
4

ハット型鋼矢板10H

L=7.0m,W=0.9m 21.2m(N=23.5枚)

基礎処理工 L=460.3m

覆土区間（川裏）   L=466.5m

N
o
.
-
1

接続桝

SM-B800-L800-H1000

3
.
6
m
(
N
=
4
枚

)

ハ
ッ
ト

型
鋼

矢
板

1
0
H
,
L
=
8
.
5
m
,
W
=
0
.
9
m

4
.
0
m
(
N
=
4
.
5
枚

)

L
=
7
.
0
m
,
W
=
0
.
9
m

ハ
ッ
ト

型
鋼
矢
板

1
0
H

北上運河測点

5
.
4
m
 
(
N
=
6
枚

)

1
0
H
,
L
=
3
.
0
m
,
W
=
0
.
9
m

左
岸

川
裏

羽
口

工

左
岸

川
表

羽
口

工

ハ
ッ

ト
型

鋼
矢

板

N
o
.
-
1

伸縮目地　20mm@10m    空気抜き穴 φ100@2m  点検孔 φ100@6m  L=466.5m　(※)

IP.1

IP.2

IP.3

R
=
3
0
0

6.492
22.812

20.778
9.390 36.742

1.719 2.217

50.196 15.452

34.792

50.265

IP.1

IA=4-21-24

R =300.000

TL= 11.411

CL= 22.812

SL=  0.217

IP.2

IA=7-01-02

R =300.000

TL= 18.394

CL= 36.742

SL=  0.563

IP.3

IA=15-24-08

R =500.000

TL= 67.613

CL=134.411

SL=  4.551

-No.1+14.983

10000

12
00

10000

12
00  

図-4 悪水吐暗渠と復旧河川堤防の位置関係 

2004年に発見され、2013年に暗渠位置（青）が確定した。津波

被災後、L1 対応の T.P.7.2 ｍの鳴瀬川左岸堤防（上側）の構築に

伴い、悪水吐暗渠の一部が堤防の法尻（赤線）にかかることとなっ

た。（国土交通省北上川下流事務所 提供） 

H16年発見の 
悪水吐暗渠跡 

津波後に発見の 
悪水吐暗渠跡 

市街地計画図の悪水吐暗渠ライン 
少しずれている。 

（計画図と写真はGPS測量と地上のランドマー
クにより位置合わせ） 
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